
【学校沿革の概要】 

⑴ 位置 山口県大島郡周防大島町西安下庄４１８番地  東経１３２゜１６′４４″                                 

北緯 ３３°５３′４０″ 

⑵ 沿革の概要 

  明６. ２ 快念寺本堂の一隅に創設。校名なし。 

   ７. ５ 大島郡第３小学校と校名きまる。（鹿家・安高・大歳・庄・源明に各支校設置） 

   13. ４ 安下庄小学校と改称。 

   20. ４ 安下庄尋常小学校と改称。（鹿家分校は東小学校簡易科・源明分校は西小学校簡易科・元塩

宇分校は北小学校簡易科，田中に南小学校簡易科ができる。） 

   40. ４ 小学校尋常６年制，高等科２年制となる。 

  大９. ９ 新校舎竣工（大正５年起工） 

   12. ４ 安西尋常小学校を併合（児童は 1,000名を越え，高等科２組ずつ尋常科４組ずつ２８学級あり） 

昭４. 12 南校舎，新築落成。 

   12. ４ 中校舎東棟新築落成。 

   16. ４ 安下庄国民学校と改称する。 

   22. ４ 安下庄小学校と改称。 

   27. 11  西校舎５教室を解体し，中校舎西棟の２階建６教室を新築。 

   28. ４ 創立８０周年記念として，北校舎の西半分を解体し，２階建て８教室を新築。 

   33. ７ 安下庄小・中学校講堂を竣工 

   35. １ 学校給食開始。 

   39. ３ 創立９０周年記念事業として学校林を設定，すぎ，ひのき苗３，６００本を植樹。 

   43. １ 安下庄小学校・校旗新調 

   44. ４ 特殊学級設置。 

   47. ４ 鹿家・秋分校を本校に統合（41･3･18 町議会議決） 

   49. 11 学校給食優良校として文部大臣表彰を受ける。 

   50. ８ 給食室増設 安下庄学校給食共同調理場と改称 

   51. ９ 安下庄小学校百年史発行 

   53 11 山口県教委指定「塾と家庭教師を必要としない学校」研究発表大会開催 

   54 ７ 安下庄小・中学校プ－ル完成 

   58 11 県教育課程研究指定校発表会開催 

   59 ２ ピアノ購入 

   61 ３ 防音対策事業として校舎改築落成（防衛庁予算） 

   62 10 花いっぱい運動 県知事賞受賞 

   63  １ 育友会だより山口県広報紙コンク－ル優良賞受賞 

  平元  10 愛鳥モデル校として研究集録を発表 

   ２ ４ 山口県社会福祉協議会より「ボランティア協力校」の指定 

   ３ ３ 防衛施設庁・文部省の補助により講堂（８１９㎡）の建設落成，旧講堂解体 

   ４ ４ 山口県学校給食改善研究指定校を受ける 

   ５ ５ 橘町社会福祉協議会より「ボランティア協力校」の指定 

   ８ 10 県ボランティア振興財団より表彰を受ける 

   ９ ９ 調理場統合・改修し，橘町立学校給食共同調理場と改称 

   10 ３ プ－ル塗装張り替え 

   12  10  文部省指定「歯・口の健康つくり」研究発表大会開催 

     13  １  県より安全教育推進で表彰される 

     14  ３  プールトイレ下水道工事 

     15  ２  ＰＴＡだより山口県広報紙コンク－ル優秀賞受賞 

         ３  交通公園完成（同窓会・正久前校長寄贈）   ４  郡協議会指定「評価研究」 

     16  ３  プール水洗トイレ工事完成 

         ４  体育倉庫改築完了，人間関係づくりモデル実践校指定（３年間） 

     17  ４  小・中・高連携教育研究モデル実践校指定 

     19 ２ 山口県絵画作品展覧会学校優秀賞受賞 

   21  ３ 運動場遊具「キャッスルジム」設置（同窓会より） 

   22 １ 山口県学校美術展覧会平面造形の部最優秀賞受賞 

   22 ６ ＫＳ学習（拡大集合学習）開始 

   23 １ 屋外夜間照明設置 

   24  ６ 「だけのみ山文庫」設置（同窓会より） 



   25 ３ 国旗掲揚台設置   ４ 特別支援学級「あおぞら」（情緒障害児学級）の新設 

   26  １ 学校保健推進優良校 

      27  ２ 日米交流合同コンサートに参加(５・６年) 

   28  12  体育館天井落下防止工事完了 

29 10 小学校・中学校初任者研修講座【５期地区別】開催 

30 10 大島破損により簡易給食実施 

令 1   3  新型コロナウイルス感染症拡大防止のための臨時休業措置 

令 2     「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～「学校の新しい生

活様式」～（文部科学省）」を踏まえた各種対応 

 
⑶ 歴代校長氏名 

   初 代    奥 川 良 亮   （明）１４．１２．３１～ 
   ２ 代    世 木 寿 熊      １５．１０． １～ 
   ３ 代    村 上 芳 三      １９． ４． １～ 
   ４ 代    世 木 寿 熊      ２０． ２． １～ 
   ５ 代    唐 松 常太郎      ２８． ４． １～ 
   ６ 代    松 永 久太郎      ３４． ４． １～ 
   ７ 代    唐 松 常太郎      ３６． ４． １～ 
   ８ 代    松 元助右衛門      ４２． ４． １～ 
   ９ 代    河 野 啓 助   （大） ３． ３．３１～ 
   １０代    大 野 敏 郎       ６． ３．３１～ 
   １１代    田 中 藤 一   （昭） ２． ３．３１～ 
   １２代    原   新 太       ３． ４． １～ 
   １３代    長 田 亀之進      １１． ３．３１～ 
   １４代    野 口 左 一      １９． ３．３１～ 
   １５代    枡 井 淳 三      ２１． ３．３１～ 
   １６代    安 本  薫       ２４． ３．３１～ 
   １７代    金 谷 義 人      ３５． ４． １～ 
   １８代    中 野 文 武      ３６． ４． １～ 
   １９代    伊 藤 茂 枝      ３７． ９． １～ 
   ２０代    西 川  正       ４０． ４． １～ 
   ２１代    白 田  悟       ４５． ４． １～ 
   ２２代    松 田  厚       ４９． ４． １～ 
   ２３代    和 泉 貞 行      ５４． ４． １～ 
   ２４代    木 谷  裕       ５８． ４． １～ 
   ２５代    西 本 福 彦      ６１． ４． １～ 
   ２６代    小 田 菊 一      ６３． ４． １～ 
   ２７代    浜 田 和 宏   （平） ２． ４． １～ 
   ２８代    浜 田 晃 二       ５． ４． １～ 
   ２９代    西 村 節 視       ７． ４． １～ 
   ３０代    田 村 好 美       ９． ４． １～ 
   ３１代    正 久 武 則      １１． ４． １～ 
      ３２代       野 口 博 史          １４．  ４．  １～ 
      ３３代       三 戸 將 義          １６．  ４．  １～ 
      ３４代    岩 永 利 雄      １８． ４． １～ 
      ３５代    池 﨑  勉       ２１． ４． １～ 
   ３６代    鎌 田 孝 生      ２６． ４． １～ 
   ３７代    岩 田 宏 明      ２８． ４． １～ 
   ３８代    田 中 一 志      ３１． ４． １～ 
   ３９代    山 縣 佳 洋    (令)   ３.  ４.  １～ 
 
 

⑷ 年度別児童数（令和３年５月１日現在） 

年度 男 女 計 学級数 

平成 １０ ７７ ６７ １４４ ７ 

平成 １５ ８８ ６６ １５４ ６ 

平成 ２０ ７５ ６２ １３７ ７ 

平成 ２５ ４５ ３８ ８３ ８ 

平成 ３０ ２８ ２６ ５４ ８ 

令和  ３  ２２ ２２ ４４ ６ 



【学校区域・環境の概要】 

⑴  通学区域 

 本校の校区，安下庄地区秋吉浦地区の総面積は１７．６㎞。２０の小集落からなっており，児童は広

範の地域から通学している。以前分校のあった「鹿家」は３.６㎞，「秋」は４.６㎞，「源明」は３.

５㎞本校からの距離があり，該当地区児童はスク－ルバスを利用して通学している(R3.4現在２名)。

広い校区をもっているが，通学路は限定されており，大多数の児童は県道を利用して登下校している。

県道は細く見通しが悪い上，交通量も多いため，交通安全教育には力を入れている。 

 また，「子ども見守り隊」の活動が平成 17年より始まり，現在も登下校の児童の安全に気を配って

いただいている。 

    

⑵  社会環境 

 安下庄地区は三方を山に囲まれ一方を瀬戸内海に面している。気候は温暖で冬季も過ごしやすい。風

光明媚な地域で，大島富士と呼ばれる嵩山は有名である。四季折々の景色も美しく,児童は豊かな自然

に恵まれて生活している。 

 本地区の自然環境は柑橘類の栽培に適し，農家の意欲的な生産活動により大島みかんとしてその名が

知られ，盛んに栽培されてきた。 

 大島大橋の無料化，土居坂のトンネル開通，国道４３７号線の整備等，交通網の拡充がなされ，地区

内だけでなく，柳井や岩国等も通勤圏となり，就業者がいる。しかし，過疎化高齢化が進み，児童数も

年々減少の一途をたどっており，入学児童数が極端に少なくなっている。本年度は，開校以来初となる

『複式学級（３年生１０名・４年生２名）』が編制された。 

 

⑶  地域の実態 

 校区には県立高等学校もあり，進学など教育への関心は高い。保護者も協力的であり，奉仕作業など

への参加率は非常に高い。 

 周防大島町内全般として教育に対しての理解は高く，校区内においても学校教育をはじめ公民館活動

を中心に生涯学習への取組みも活発である。社会教育の講座数も多い。また，子ども会育成会やスポ－

ツ少年団の活動など社会教育と学校教育・家庭教育の連携により，児童の健全な育成が図られている。 

 観光・文化施設としては，嵩山にハングライダ－のランチャ－があり，庄区に着陸地点や練習場とし

てウインドパ－クがある。また，ふるさと創生資金で掘り当てられた竜崎温泉は，町内外から訪れる人

も多い。隣接する橘総合センタ－には図書館も設置され、地区の諸活動の中心になっており，特色ある

地域づくりの取組みも活発である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


